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地方公務員共済（令和７年度第２四半期）

厚生年金保険給付積立金 管理及び運用実績の状況

許容乖離幅注意
（厚年と旧３で異なる）



厚生年金保険給付積立金（地共済）

他の資料で使う場
合はスライドマス
ターで右肩を削除
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令和７年度第２四半期 運用実績（概要）

運用利回り ５．８０％
（時間加重収益率・運用手数料等控除前）

運用収入額 １兆８，１８９億円
（総合収益額・運用手数料等控除前）

運用資産残高 ３３兆３，３３１億円
（時価）（令和７年９月末時点）

（注）上記数値は速報値のため、年度末の業務概況書等において、変更になる場合があります（以下のページについても同様です）。

年金積立金の運用は、長期的な観点から行うものであり、その運用状況も長期的に判断することが必要です。
運用収入額は、各期末時点での時価に基づくものであり、評価損益を含むため、市場の動向によって変動する

ものであることに留意が必要です。



厚生年金保険給付積立金（地共済）

他の資料で使う場
合はスライドマス
ターで右肩を削除

R7年6月末 R7年7月末 R7年8月末 R7年9月末

国内債券 （１０年国債利回り） （％） 1.43 1.56 1.60 1.65

（ＴＯＰＩＸ配当なし） （ポイント） 2,852.84 2,943.07 3,075.18 3,137.60

（日経平均株価） （円） 40,487.39 41,069.82 42,718.47 44,932.63

（米国１０年国債利回り） （％） 4.23 4.37 4.23 4.15

（ドイツ１０年国債利回り） （％） 2.61 2.70 2.72 2.71

（ＮＹダウ） （ドル） 44,094.77 44,130.98 45,544.88 46,397.89

（ドイツＤＡＸ） （ポイント） 23,909.61 24,065.47 23,902.21 23,880.72

（ドル／円） （円） 144.45 150.50 146.83 147.69

（ユーロ／円） （円） 169.56 172.25 171.86 173.53

国内株式

外国債券

外国株式

外国為替

R7年7月～
R7年9月

国内債券

　ＮＯＭＵＲＡ-ＢＰＩ総合

国内株式

　ＴＯＰＩＸ（配当込み）

外国債券

　ＦＴＳＥ世界国債インデックス
 （除く日本、中国、ヘッジなし・円ベース）

外国株式

　ＭＳＣＩ　ＡＣＷＩ
 （除く日本、円ベース、配当込み、税考慮前）

2.94%

▲1.40%

11.04%

10.13%

2__
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令和７年度第２四半期 市場環境①

【ベンチマーク収益率】 【参考指標】

【各市場の動き（令和７年７月～９月）】

国内債券：１０年国債利回りは上昇しました。参院選の結果を受けた財政拡張懸念の高まりや、日銀による追加利上げ観測から長

期金利は上昇（債券価格は下落）しました。

国内株式：国内株式は上昇しました。７月後半に日米関税交渉が合意に達したことから、輸出関連銘柄を中心に上昇しました。

その後はＦＲＢ（米連邦準備制度理事会）の利下げ観測などから上昇した米国株式の動きに連れて堅調となりました。

外国債券：米国１０年国債利回りは低下しました。米減税法案の可決に伴う財政悪化懸念から長期金利は上昇（債券価格は下落）

する場面もみられましたが、雇用環境の軟化からＦＲＢの利下げ再開観測が強まる中、徐々に低下基調となりました。

外国株式：外国株式は上昇しました。米国と主要国の関税交渉が合意に達したことや、ＡＩ投資の拡大、ＦＲＢの利下げ観測など

を背景に堅調となりました。

外国為替：ドル円は、日米金利差が縮小したものの日本の財政拡張懸念などもあり、円安ドル高が進行しました。

ユーロは、米欧の政策金利の方向性の違いなどから対ドルで強含みとなり、ユーロ円については円安ユーロ高が進行し

ました。

ページ番号
みえないので、注意



厚生年金保険給付積立金（地共済）

他の資料で使う場
合はスライドマス
ターで右肩を削除
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令和７年度第２四半期 市場環境②

ベンチマークインデックスの推移

▲1.40％

+11.04％

+2.94％

+10.13％



厚生年金保険給付積立金（地共済）

他の資料で使う場
合はスライドマス
ターで右肩を削除
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令和７年度第２四半期 市場環境③

参考指標の推移



厚生年金保険給付積立金（地共済）

他の資料で使う場
合はスライドマス
ターで右肩を削除

（単位：％）

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 年度末

25.7 24.2 24.7 － －

  短期資産うち短期資産 (3.4) (2.0) (3.3) － －

25.0 25.7 25.8 － － 25.0

24.3 24.2 23.6 － － 25.0

24.9 26.0 25.9 － － 25.0

100.0 100.0 100.0 － － 100.0

外国債券

外国株式

合計

25.0

令和７年度 基本
ポートフォリオ令和６年度末

国内債券

国内株式

5

令和７年度 資産構成割合

（注１）基本ポートフォリオの許容乖離幅は、国内債券±２０％、国内株式±９％、外国債券±７％、外国株式±９％です。

（注２）上記数値は四捨五入のため、各数値の合算は合計値と必ずしも一致しません。

（注３）令和７年度第２四半期末において、オルタナティブ資産が積立金全体に占める割合は２．３％（上限５％）です。



厚生年金保険給付積立金（地共済）

他の資料で使う場
合はスライドマス
ターで右肩を削除

（単位：％）

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 年度計

4.42 5.80 － － 10.47

▲0.05 ▲1.09 － － ▲1.13

うち短期資産 (0.09) (0.09) － － (0.19)

7.94 11.23 － － 20.06

1.43 3.08 － － 4.55

7.52 9.75 － － 18.01

（単位：％）

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 年度計

4.28 5.75 － － 10.20

（単位：％）

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 年度計

2.04 2.58 － － 4.62

令和７年度

令和７年度

令和７年度

実現収益率（簿価）

時間加重収益率

国内債券

国内株式

外国債券

外国株式

修正総合収益率

6

令和７年度第２四半期 運用利回り

○令和７年度第２四半期の時間加重収益率は、内外株式等の上昇により５．８０％となりました。

（注１）各四半期及び年度計の収益率は、期間率です。

（注２）時間加重収益率及び修正総合収益率は、運用手数料等控除前のものです。

（注３）実現収益率（簿価）は、運用手数料等控除後のものです。

（注４）オルタナティブ資産全体の時間加重収益率は、４．４８％です。



厚生年金保険給付積立金（地共済）

他の資料で使う場
合はスライドマス
ターで右肩を削除

（単位：億円）

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 年度計

12,903 18,189 － － 31,093

▲22 ▲843 － － ▲865

うち短期資産 (5) (7) － － (12)

6,049 8,920 － － 14,969

1,041 2,322 － － 3,363

5,835 7,791 － － 13,626

（単位：億円）

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 年度計

4,988 6,459 － － 11,447

令和７年度

総合収益額（時価）

令和７年度

実現収益額（簿価）

国内債券

国内株式

外国債券

外国株式

7

令和７年度第２四半期 運用収入額

（注１）総合収益額（時価）は、運用手数料等控除前のものです。

（注２）総合収益額（時価）は、実現収益額（簿価）に時価評価による評価損益の増減を加味したものです。

（注３）実現収益額（簿価）は、売買損益及び利息・配当金収入等であり、運用手数料等控除後のものです。

（注４）上記数値は四捨五入のため、各数値の合算は合計値と必ずしも一致しません。

○令和７年度第２四半期の総合収益額（時価）は、１兆８，１８９億円となりました。



厚生年金保険給付積立金（地共済）

他の資料で使う場
合はスライドマス
ターで右肩を削除

（単位：億円）

簿価 時価
評価
損益

簿価 時価
評価
損益

簿価 時価
評価
損益

簿価 時価
評価
損益

簿価 時価
評価
損益

82,553 78,233 ▲4,321 79,202 75,192 ▲4,009 87,101 82,290 ▲4,812 － － － － － －

うち短期資産 (10,468) (10,468) (0) (6,343) (6,344) (1) (10,935) (10,938) (3) － － － － － －

54,130 76,322 22,192 53,499 79,966 26,467 52,990 86,018 33,028 － － － － － －

71,576 74,170 2,594 71,759 75,191 3,432 73,878 78,690 4,812 － － － － － －

39,479 76,022 36,543 40,753 80,745 39,992 41,066 86,333 45,267 － － － － － －

247,738 304,746 57,008 245,212 311,094 65,882 255,035 333,331 78,296 － － － － － －

外国債券

外国株式

合計

国内債券

国内株式

令和６年度末
令和７年度

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 年度末

8

令和７年度第２四半期 資産額

（注）上記数値は四捨五入のため、各数値の合算は合計値と必ずしも一致しません。

○令和７年度第２四半期の運用資産額（時価）は、３３兆３，３３１億円となりました。



厚生年金保険給付積立金（地共済）

他の資料で使う場
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ターで右肩を削除
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用語解説（５０音順）

○ 厚生年金保険給付積立金
被用者年金一元化後、組合等が厚生年金保険給付等のために管理運用している厚生年金保険給付組合積立金と、組合等に

おいて、年金給付等のために必要な資金が不足した場合に、必要な額を交付するために、地共連で積み立てている厚生年金保
険給付調整積立金を合わせたものです。

○ 時間加重収益率
運用機関の意思によってコントロールできない運用元本等の流出入の影響を排除して、時価に基づいて計算した収益率です。
このため、運用機関の運用能力を評価するのに適した収益率の計算方法となっています。

○ 実現収益率
売買損益及び利息・配当金収入等の実現収益額を元本（簿価）平均残高で除した元本（簿価）ベースの収益率です。

○ 修正総合収益率
実現収益額に資産の時価評価による評価損益増減を加え、時価に基づく収益を把握し、それを元本平均残高に前期末未収

収益と前期末評価損益を加えたもので除した時価ベースの比率です。
算出が比較的容易なことから、運用の効率性を表す時価ベースの資産価値の変化を把握する指標として用いられます。
（計算式）修正総合収益率 =｛売買損益 + 利息・配当金収入 + 未収収益増減（当期末未収収益 - 前期末未収収益）

+ 評価損益増減（当期末評価損益 - 前期末評価損益）｝ ／（元本（簿価）平均残高
                                  + 前期末未収収益 + 前期末評価損益）

○ 総合収益額
実現収益額に加え資産の時価評価による評価損益を加味した、時価に基づく収益額です。
（計算式） 総合収益額 = 売買損益 + 利息・配当金収入 + 未収収益増減（当期末未収収益 - 前期末未収収益）

+ 評価損益増減（当期末評価損益 - 前期末評価損益）

○ ベンチマーク
ベンチマークとは運用の目標とする指標又は運用成果を評価する際の基準となる指標のことをいい、市場の動きを代表する

指標を使用しています。

○ ベンチマーク収益率
ベンチマークの騰落率のことをいいます。
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